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年間観光入り込み客数

町内観光施設への年間入り込み客の延人数

計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

１３万人

11.1万人 10.6万人 10.9万人 1３.１万人 1２.５万人

１　施策の概要

基本方針
心づかい等の接客マナーの向上、外国人観光客の対応方法の習熟、障がい者を迎える体制づくり等、おもてな
しを強化するほか、農家・漁家民宿の開設を積極的に支援する。

現状と課題

 【現状】（平成２１年度末）  【現状】（平成２3年度末）

本町に来町する観光客に安心して滞在してもらえる
様、ホテル日の出岬を中心に満足していただくため、
観光施設の整備やイベントを通じながら、おもてなし
の対応をしている。

本町に来町する観光客に安心して滞在してもらえる
様、ホテル日の出岬を中心に満足していただくため、
観光施設の整備やイベントを通じながら、おもてなし
の対応をしている。

 【課題】（平成２１年度末）  【課題】（平成２3年度末）

恵まれた自然環境をベースにおもてなし力の強化や食
を通じた農家・漁家民宿の開設には至っていない。

恵まれた自然環境をベースにおもてなし力の強化や食
を通じた農家・漁家民宿の開設には至っていない。ま
た、町外向けの積極的な観光情報提供も「おもてなし
力」の強化につながることから、その充実強化に努め
ることも重要である。

第５期雄武町総合計画前期基本計画　施策評価調書（兼政策評価基礎調書）

政策目標 はつらつ・雄武 整理番号 17

基本施策 観光の振興 評　価
責任者

産業振興課長　石井　弘道

単位施策 おもてなし力の強化
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観光イベント参加者数

町内で開催される観光イベントの参加人数

計画策定時（Ｈ19） 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 目標値（H24）

2.6万人

2.6万人(H18) 3.5万人 3.5万人 3.5万人 3.5万人

目標値

実績値

７
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評価結果

① Ａ

４　施策の個別評価【Ａ : 評価が高い　Ｂ : やや高い　Ｃ : やや低い　Ｄ : 低い】

評価の視点 理　由　、　説　明　等

妥　当　性
観光施設における接客マナー等の向上に留意しており、一大イベントであるオホーツクサ
イクリング等においても参加者に不愉快な思いをさせないよう町民をはじめ職員等にも意

【再掲】武雄市児童交流事業 生涯教育係 2,356 Ａ 継続／現状維持 Ａ

【再掲】地域間交流推進事業 企画調整係 942 Ａ 継続／現状維持 Ａ

オホーツクサイクリング事業 商工観光係 2,831 Ａ 継続／現状維持 Ａ

３　単位施策を構成する事務事業の評価結果等

【貢献度の区分　Ａ : 高い　Ｂ : やや高い　Ｃ : やや低い　Ｄ : 低い　Ｅ : なし】

№ 事　　務　　事　　業　　名 担当係名
23年度
決算額

（千円）
総合評価

今後の
展開方向

単位施策へ
の貢献度

① Ａ

② Ｂ

③ Ａ

④ Ａ

⑤ Ｂ

　Ａ : 政策目標の達成に効果的であり、現在の施策を継続することが必要　等

　Ｂ : 政策目標の達成に効果的であるが、具体的な課題の解決に向けて一部取組を改善するなど、施策を充実することが必要

　Ｃ : 政策目標がほぼ達成されていることから、施策が一定の役割を終えつつあり、終期を見据えて縮減することが必要　等

　Ｄ : (1)政策目標の達成に効果的であるが、事業構成が十分ではなく、新たな事業構築など取組を全体的に見直すことが必要

　　　(2)政策目標の達成に向けた効果が認められないことから、施策の廃止も含めて抜本的に見直しすることが必要　等

おもてなし力の強化により、観光振興を図
る事は、町の活性化に寄与するものであ
り、今後においても継続する事が必要不可
欠であり、旅館やホテル、農家・漁家民宿

同左

接客マナーの向上等のソフト面は一定程度
定着されていているが、多様な客層に対す
る体制づくりに課題があるほか、農家・漁
家民宿等の開設支援には至っていない。

同左

継続／現状維持 継続／現状維持

５　総合評価【Ａ～Ｄ】

自己評価（一次評価） 評価会議評価（二次評価） 町長評価（三次評価）

Ｂ Ｂ

効　率　性
おもてなし力の強化を図るのに、現時点では多額の経費を必要としておらず、効率的であ
ると判断する。

公　平　性
おもてなし力の強化により観光振興を図ることは、本町の活性化等に寄与するものであ
り、地域経済への波及効果等も期待できる事から、町民に公平に寄与されるものである。

町民意見の反映
町民の意見を聞く場は設けていないが、イベント開催等においては、「おもてなし」を意
識した議論が行われており、一定の反映が行われている。

妥　当　性 イクリング等においても参加者に不愉快な思いをさせないよう町民をはじめ職員等にも意
識が定着しており、妥当と判断する。

有　効　性
おもてなし力の強化を図ることは、本町の魅力向上にもつながり、リピーターの確保等の
効果も期待できるが、多様な客層の受け入れ態勢等には課題もある。

今後の方向性

＊今後の方向性の区分
　　○継続／現状維持又は拡充又は縮小又は統合又は内容の見直し・変更　　○終了　　○休止　　○廃止　

欠であり、旅館やホテル、農家・漁家民宿
等の充実を図ることも重要である。


